
Ⅳ 指導に当たって大切なこと 
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学習指導案をつくろう 

 

(1) 学習指導案とは 

  学習指導案とは、年間指導計画及び単元（題材）指導計画に基づく、児童生徒の実態 

 に応じた指導を展開するための一単位時間ごとの具体的な計画です。 

 

(2) 学習指導案をつくる意義 

 

  

 

 

 

 

 
 

(3) 特別支援学級における学習指導案の作成の流れとポイント（例） 

 各教科等の指導に当たっては、個々の児童生徒によって、見えにくさ、聞こえにくさ、

道具の操作の困難さ、移動上の制約、健康面や安全面での制約、発音のしにくさ、心理

的な不安定、人間関係形成の困難さ、読み書きや計算等の困難さ、注意の集中を持続す

ることが苦手であるなど、学習活動を行う場合に生じる困難さが異なることに留意し、

「個別の指導計画」と関連付けて記述します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 資質・能力を明確にすることができる。  
 ・その授業で児童生徒にどのような資質・能力を育成するのかを明確にし、目標を達成するため

の指導を具体化することができます。 
 
② 何を評価するのか明確にすることができる。 
 ・児童生徒が本時の目標を達成できたかを、確実に評価することができる評価規準や評価方法に 
  なっているかどうか確認することができます。 
  
③ より効果的な指導を行うことができる。 
 ・児童生徒の実態や目標、手立てなどを複数の教師間で共有し、それぞれの役割分担を明確にす 
  ることで、児童生徒の多様な実態に応じた指導の充実を図ることができます。 

Ⅳ-３ 

個
別
の
指
導
計
画 

① 児童生徒に付けたい力を考える。 
 
 

② 単元の目標を設定する。 

 

③ 評価の観点を明確にする。 

 
 
 
 
 

④ 単元計画を立てる。  

 
 
 

⑤ 本時の展開を考える。 

児童生徒の実態を把握し、その単元を通じてどのような資質・能

力の育成を目指すのかを明確にします。 

単元目標と対応させ、各観点に関して、何に着目して学習評価す

るのかを明確にします。 

学習評価の妥当性や信頼性が確保されるよう、評価規準や評価の

方法を工夫し、教師間で共有します。 

 児童生徒の学習を支援する手立てを具体的に記述します。 

 児童生徒の実態を基に単元を精選し、単元の目標を設定します。 

 ねらいに迫るための学習活動を考え、個別指導やグループ別指導
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国語科学習指導案 
                           日 時：令和○年○月○日（○）〇校時 
                           場 所：○年○組 ○○名 
                           指導者：○○○○（MT）、□□□□（ST1） 
 
１ 単元名 読んで考えたことを話し合おう（使用する教材「〇〇〇〇〇」） 
 
２ 単元について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇○〇〇〇〇〇○○ 
         〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇○ 
 
３ 単元の目標 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇○ 
        〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
 
４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
 〇〇〇
〇〇○〇
〇〇〇〇
〇 

「読むこと」 

 エ 登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場面の移り変わ
りと結び付けて具体的に想像している。 

 オ 文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをもっている。  

 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇 

 

６ 児童の個別の実態及び本時の個別の目標及び手立て 

児童名 児童の実態 本時の個別目標 手立て 

Ｍ ・言葉自体の意味が分からなかったり、指
示が多くなったりすると「オウム返し」

が見られる。 

・登場人物の気持ちの変化
を選択肢の中から選択す

ることができる。 

・注目すべき場面や登場人物
の感情を選択肢として絵な

どで提示する。 

・言葉掛けをし、安心して学
習できるようにする。 

Ｓ ・初めての場所や活動において、自分の気 
持ちを言葉などでうまく伝えることが難

しい。 
・具体物と絵カードをマッチングしたり、
身近な物の名前を聞いて指示された絵カ

ードを選んだりすることができる。 

・印象に残った場面を選
び、登場人物の気持ちを

表現することができる。 

・物語の流れを視覚的に提示
するとともに、本児が分か

る言葉で端的に説明する。 

Ｙ ・絵や写真などを使って、自分の意思を伝
えることができる。 

・印象に残った登場人物を
選択することができる。 

・ペープサート等で提示し、
選択しやすくする。 

 
７ 本時 
 (1)本時の展開 

過程 
〇 主な学習活動 

・予想される児童の発言等 
◇ 教師の主な働きかけ 

＊留意点 
▲ 児童への手立て 

評価規準・評価方法等 
 
 

導入 

〇 本時の学習内容や進め方
を知り、見通しをもつ。 

  

◇ 印象的な場面を選び、その場面での登場人物の
気持ちを考える学習であることを伝える。 

 

 
   

 展開 

〇 印象的な場面を発表する。 
〇 選んだ理由を発表する。 

 
 

 

〇 選択した場面の登場人物 
の気持ちを考え、プリント 
に記入する。 

 
 
 
 
 
〇 選択した場面と登場人物 
の気持ちを交流する。 

◇ 印象的な場面について発問する。 

▲ 物語の流れを場面ごとの絵を用いて振り返る。 

▲ 場面が選択できない児童に対して、選択肢とし 

 て場面ごとの絵を提示する。 

◇ 選択した場面の登場人物の気持ちを考えさせる。 

▲ 登場人物の気持ちを表す感情の選択肢をいくつ 

 か提示する。 

▲ 発話が難しい児童が表現できるような発問を行

い、選択肢から、自分の気持ちを表現できるよう

にする。 

◇ 友達の意見を聞くように促す。 

 

 

［思・判・表］ 
観察・ワークシート 

・登場人物の気持ちの変
化や性格、情景につい
て、場面の移り変わり

と結び付けて具体的に
考えることができる。 

・印象的な登場人物を選

択肢の中から選ぶこと
ができる。 

 

 

 
〇 登場人物の気持ちを考え
たことを振り返る。 

 
◇ 各児童が考えた登場人物の気持ちと、場面の結
び付きについてペープサートを使って確認する。 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

(4) 学習指導案（例） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

「印象的な場面を選んで、登場人物の気持ちを交流しよう」 

 学習指導案の様式は、通常の学級
とおおむね同様のものですが、特別
支援学級に特化した部分を例として
記述しています。 

 令和３年度特別支援教育 教育課程編成の手引き別冊「単元の指導計画・ 
一単位時間の指導計画」に事例が掲載されていますので、参照してください。 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
〰 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
〰 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
〰 
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
〰 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
〰 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
〰 

一人一人の児童の「個別の指
導計画」等の目標に関連した児
童観、単元観、指導観を記述し
ます。 

 「個別の指導計画」
等を踏まえ、本単元に
関連した目標や手立て
を記述します。 

具体的な評価の内
容や方法が分かるよ
うに記述します。 

 「個別の指導計
画」等に関連付け
て、学習の手立てに
ついて記述します。 

終末 

http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=902
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=902
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=902

